
 

「輸血療法に関する調査」 

報 告 

平成29年度 広島県合同輸血療法研修会 

広島県合同輸血療法委員会委員長 
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平成30年2月17日（土） 広島YMCA国際文化センター 国際文化ホール 



 

 県内の医療機関における輸血療法の現状と実態を把握するためのアンケート調査 

 ⇒ 今年度は，ＦＦＰの使用状況に特化 

「輸血療法に関する調査 Hiroshima2017」実施の背景 

 

【実施中】 

 広島県内の新鮮凍結血漿の使用状況とその患者予後の検証のための多施設共同研究 
 

（ＦＦＰ使用に関する懸念等） 

・ 単なる使用者の経験に基づいて適応・投与方法等が決定されることが多い。  

・ ＰＴ，ＡＰＴＴ，fibrinogenが，「血液製剤の使用指針（平成29年3月改正）」において  

 「参考値」扱いとなり，不適切使用の増加が懸念される。 

・ 「ＦＦＰ/赤血球製剤」のみで，ＦＦＰ使用の適正の有無を判断すべきではい。 

・ 広島県では，最小県に比べて，病床ベースで2.5倍ＦＦＰの使用量が多い。 

 

 県内のＦＦＰ使用上位17医療機関において，使用状況，患者の予後等について前
向き研究を実施 ⇒ 適切なＦＦＰ使用法の決定のためのエビデンスを構築 

平成29年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業 

輸血療法に関する調査 Hiroshima 



１．FFPの使用量について 
平成28年（又は平成28年度）の使用量 N=96 

FFP使用量 
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無記入 : 2施設 

FFP使用 
56.3% 

FFP未使用 
41.7% 

無回答 
2.1% 

平均値±SD： 

408.1±1231.3 (単位) 

中央値 [第1-第3四分値] :  

5.5単位[0 – 148.5] 

全施設 N=94 
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１．ＦＦＰの使用量について 
平成28年（又は平成28年度）と平成27年（又は平成27年度）の使用量の比較 

N=64 

平成28年（又は平成28年度）と平成27年（又は平成27年度）のいずれか
でFFPの使用量が0単位（未使用）でないと回答した施設 N=64 
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２．ＦＦＰの使用量の変化について 
N=96 

2年間（Ｈ27-Ｈ28）のＦＦＰの使用量に変化はあったか。 

13.5 57.3 25.0 4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変化あり:増加 変化なし 変化あり:減少 無回答 

増加している理由は。 減少している理由は。 
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内科系の増加 

外科系の増加 

血漿交換症例の増加 

診療科の新設 

その他 

N=24 N=13 
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 内科系の減少 

外科系の減少 

血漿交換症例の減少 
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３．今後のＦＦＰの使用動向予測について 
N=96 

4.2 63.5 16.7 15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加する 変化なし 減少する 無回答 

今後のFFPの使用動向は。 

なぜこのような質問か？ 

血液製剤の使用指針がH29.3に改定 



0 
12 

0 
0 
0 
0 
1 
1 

16 
3 

0 
8 

0 
2 

0 
5 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

2 
0 
0 

4 

0 
7 

0 
2 

1 
0 

5 
3 

8 
2 

0 
3 

0 
1 

0 
0 

1 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
1 

0 
0 

1 
0 
0 

1 

0 
2 

0 
1 

0 
0 

2 
0 

5 
3 

0 
1 

0 
1 

0 
2 

0 
0 
0 
0 

2 
1 
0 
1 

0 
1 

1 
0 
0 

2 

0 5 10 15 20 25 30 35

1. 総合診療科 
2. 内科 

3. 呼吸器内科 
4. 循環器内科 

5. 神経内科 
6. 腫瘍内科 

7. 消化器内科 
8. 血液内科 

9. 外科 
10. 整形外科 
11. 形成外科 

12. 心臓血管外科 
13. 呼吸器外科 
14. 脳神経外科 

15. 乳腺外科 
16. 消化器外科 

17. 小児科 
18. 小児外科 

19. 小児循環器科 
20. 耳鼻咽喉科 

21. 泌尿器科 
22. 皮膚科 

23. 産科 
24. 婦人科 

25. 放射線科 
26. 麻酔科 
27. 救急科 

28. リウマチ科 
29. 歯科・口腔外科 

30. その他 

第1位 第2位 第3位 

(施設) 

４．FFPの使用診療科と理由について 

平成28年（又は平成28年度）のFFP使用量上位の診療科 

N=54 



４．FFPの使用診療科と理由について 

平成28年（又は平成28年度）のFFPの最も多い使用理由 

N=54 
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1. 凝固障害(大量輸血時) 

2. 凝固障害(肝障害) 

3. 凝固障害(DIC) 

4. 予防的投与 

5. 濃縮製剤のない凝固因子欠乏症 

6. クマリン系薬剤効果の急性補正 

7. 血漿交換 

8-1. その他 : 術中・術後 

8-2. その他 : 他 

第1位 第2位 第3位 

(施設) 



４．FFPの使用診療科と理由について 

FFP使用量上位診療科－最も多い使用理由 クロス集計 

N=54 
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9. 外科 - 1. 凝固障害(大量輸血時) 

2. 内科 - 3. 凝固障害(DIC) 

12. 心臓血管外科 - 1. 凝固障害(大量輸血時) 

2. 内科 - 2. 凝固障害(肝障害) 

9. 外科 - 2. 凝固障害(肝障害) 

9. 外科 - 3. 凝固障害(DIC) 

7. 消化器内科 - 2. 凝固障害(肝障害) 

10. 整形外科 - 1. 凝固障害(大量輸血時) 

7. 消化器内科 - 3. 凝固障害(DIC) 

9. 外科 - 8. その他 

16. 消化器外科 - 1. 凝固障害(大量輸血時) 

27. 救急科 - 1. 凝固障害(大量輸血時) 

第1位 第2位 第3位 



５．FFPの廃棄量について 
N=54 

※平成28年(年度)使用量、廃棄量から廃棄率を算出 

廃棄率(%) = 廃棄量 / (使用量 + 廃棄量) × 100 

平成28年（又は平成28年度）
のFFPの廃棄量 
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５．FFPの廃棄量について 

平成28年（又は平成28年度）のFFPの廃棄量 対 使用量 

N=54 
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平成28年（又は平成28年度）のFFPの廃棄率 対 使用量 
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７．FFP使用前の凝固検査実施状況について 

アンケート回答施設 N=96 

PT 

28.1 36.5 8.3 5.2 21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

 実施していない その他 

無回答 

APTT Fib 

平成28年（又は平成28年度）と平成27年（又は平成27年度）のいずれかでFFPの使用量が 

0単位（未使用）でないと回答した施設 N=64 

35.9 51.6 7.8 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

26.0 34.4 12.5 5.2 21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している  一部実施している 

 実施していない その他 

無回答 

11.5 39.6 19.8 6.3 22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

32.8 48.4 14.1 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している  一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

12.5 56.3 23.4 6.3 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 



８．FFP使用後の凝固検査実施状況について 

アンケート回答施設 N=96 

PT APTT Fib 

平成28年（又は平成28年度）と平成27年（又は平成27年度）のいずれかでFFPの使用量が 

0単位（未使用）でないと回答した施設 N=64 

14.6 40.6 14.6 8.3 21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

13.5 39.6 16.7 8.3 21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

8.3 37.5 22.9 8.3 22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

15.6 57.8 17.2 9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

14.1 56.3 20.3 9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している 一部実施している 

実施していない その他 

無回答 

9.4 53.1 26.6 9.4 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず実施している  一部実施している 

 実施していない その他 

無回答 



９．血液製剤の使用指針について 
N=96 

平成29年3月の「血液製剤の使用指針」の改定を知っているか。 

54.2 41.7 4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている  知らない 無回答 

ＦＦＰ使用のトリガーの扱いを変更したか。 

N=52 

7.7 90.4 1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

変更した  変更していない 無回答 



９．血液製剤の使用指針について 
N=96 

「血液製剤の使用指針」改定の周知状況は。 

周知方法は。 

14.6 31.3 42.7 5.2 6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分に周知徹底されている 一部に周知徹底されている 

十分に周知徹底されていない その他 

無回答 

38 
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0 5 10 15 20 25 30 35 40

輸血療法委員会で検討後、各医師・関連部門に配布 

 医局会等で検討後、各医師・関連部門に配布 

各医局・関連部門に配布 

各医局・関連部門に回覧 

その他 

無回答 



まとめ 

 FFPの使用量について，前年から， “変化なし” が57.3%,55施設， “減少した”が 

25.0%,24施設， “増加した” が13.5%,13施設であった。また，理由として，“外科

系の使用量の変化” と回答した施設が多かった。 

 FFPの使用量が多い診療科としては，外科，内科，心臓血管外科であり，使用理由

は，凝固障害(大量輸血時)，凝固障害(DIC)であった。また，使用理由として，予

防的投与と回答した施設があった。 

 H28にFFPを廃棄処分したのは，63.0%,34施設であり， FFPの使用量の少ない施設

において廃棄率が高い傾向にあった。 

 FFPの使用に係る凝固検査の実施は， 使用前検査＞使用後検査，PT＞APTT>Fibの

順であった。 

 H29.3に「血液製剤の使用指針」が改定されたことを知っていると回答した施設

は，54.2%,52施設であった。 

   また，当該改定について，院内に“十分に周知されていない”と回答した施設は， 

    42.7%,41施設であった。 

 院内への周知方法としては， “輸血療法委員会で検討後，各医師・関連部門に配

布”が39.6%,38施設， “各医師・関連部門に配布”が37.0%,35.5施設であった。 



新鮮凍結血漿の使用状況と 
その患者予後のための多施設共同研究 



今後の方針 

• 目標１０００例をどう達成するか？ 
– 広島大学病院は１００例/月なので、６ヶ月で６００例になるが

…… 

– 各医療機関で開始時期が違うので、１０００例にこだわらず、
期間６ヶ月で統一するか？ 

– 今のところ、同意取り消しはない（本院だけ？） 

• タイムスケジュール 
– ２０１８年夏頃終了→データ解析 

– ２０１８年末 第６７回日本輸血・細胞治療学会（熊本）演題
登録 

– ２０１９年１−２月 次回の本研修会でご報告 

– ２０１９年５月 第６７回日本輸血・細胞治療学会発表 

– ２０１９年末 論文化？ 


